
【NTN健康経営戦略マップ】

※アブセンティーイズム:病気などによる休業で生産
　が低下している状況

※プレゼンティーイズム:出勤はしているものの、
　健康上の問題によって完全な業務パフォーマンスが
　出せない状況

※ワークエンゲージメント:仕事に対してのポジティブで
　充実した心理状態のこと

健康経営の取組みの3本柱

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

健康施策の取組状況に

関する指標

健康経営戦略ストーリー
NTNが

健康経営で目指す姿

身体の健康づくり

心の健康づくり

職場の健康づくり

受検率・集団分析の

活用率の向上

参加率の向上

定期健康診断の受診

率100％維持、ﾗｲﾌｽﾀｲ

ﾙ調査の回答率向上

禁煙施策制度の

参加者数の向上・

喫煙場所数の削減

⾧時間労働者数の

低減

実施職場数の向上

復職率の維持・向上
私傷病からの復職支援

の促進

定期健康診断・

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ調査の実施

ストレスチェックや

MINI問診※の実施

禁煙施策の実施

心と身体の健康に関す

る教育・研修の実施

1on1ミーティング

の実施

⾧時間労働者の管理・

ノー残業デーの実施

■健康経営で目指す姿

従業員一人ひとりがイキイキと

働き、その能力を最大限発揮

できるよう、健康増進や疾病

予防に向けた施策及び活力

ある職場環境を目指す

■健康経営の推進方針

健康経営を重要な投資として

位置づけ、職場・心・身体の

3側面から健康施策を推進し、

従業員の行動変容を通じて

健康状態の改善を図り、

アブセンティーイズム・プレゼン

ティーイズムの低減および

ワークエンゲージメントの向上

につなげる

アブセンティーイズム

の低減
（関連指標:メンタルヘル

ス不調者の復職率）

プレゼンティーイズム

の低減

ワークエンゲージメントの

向上

メンタルヘルス不調に

対する管理監督者の理

解の向上

ヘルスリテラシーの向上と

有所見率の低下

喫煙者比率の低下・

受動喫煙の防止

ワークライフバランスの

実現

心理的安全性の向上

復職意欲の向上

※MINI問診とは、定期健診時のスクリーニング面接（M.I.N.I.問診法を用いたカウンセラーによる全員面談）

経営方針

■企業理念

新しい技術の創造と新商品

の開発を通じて国際社会に

貢献する

■経営の基本方針

企業理念の実践を通じて、

「なめらかな社会」の実現を

目指す

■人材戦略

従業員一人ひとりが成⾧し、

安心・安全に働きながら能力を

最大限発揮できる職場環境を

実現することで、働きがいと

持続的な企業価値向上に

つなげる


